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旋網漁業は茨城県においでは最も重要な漁業で腺総漁獲のd D痴以上がこの漁業によるものである0し

かるに本県においては魚集法として最も普遍的引丁火の使用が禁止されておれ有漁峯を高めるためこれ

に変る魚集法の陶発が業界から強く要望されている0

現在魚類は音を感じることがわかってお力，或る周波数の昔があると・その昔に向って来たカ，あるい

払それから逃げて行く。カシォ釣の時の撒水はその最も原始的な集魚方法であれこれをもつと近代的

な方法によカ魚類を集めようと各方面の研究考により駒査研究がなされている0

現在までの研究については魚鵜の食餌昔を用いる方法（文献1～81純音を用いる方法〔文献7・8

があり，前者は淡水魚においてか表わの成果をかさめている0当水試ての試験は後者の場合であれ　これ

を実用化するまで高めようとするものである0

方　　法

使用船は「ときわ」28．25トン20D馬力で・水中音波集魚装置（東洋音波計器Ⅹ・Ⅹ製，型式，E

YT－10【〕DA．波乱正弦波・方型波・混合汲・出力インピーダンス，最大5Ⅹβ）・魚群珠知横

（産研KK製．55占軌　2BXC・20DXC併用0記銀組泣式）によって魚群の離集状況を調べ

た。音波は正弦波15DHZ・20dBを使用し，放音は停船して船鹿エカスピーカーを水深1m位まで

ぉろして行った。調査親閲は8月が8～9日と18～22臥　9月が22～27日2月が17～19日一

五月が18～20日で対象魚種は8月がイワシ類9月がサンマ．2月・5月がサバである0

結　　果

ィヮシ類については8回行った試験結果からすると2回は魚が集まるようであったが・他の4回は集ま

るとも集まらないとも云え充い状況であった○サンマについては反転が殆んど認められたかった。サバに

っいては寄って来ることは明瞭であり4回行った試験で4匝はも表層に浪智反応が現われた0しかし長時

間寄せつけておくことは出来ず2～5分後には再び群れは淡くなって行った0反応記録はこの報告書には

間に合わなレγため次回の報告に掲載の予定である。

問　題　点

①　同一音ですべての魚，すべての環境条件に当てはまるとは限ら売いため，時と場合によって音質を変

え充ければ浸らず．この音を探すのが大変である。



②　連続音であったため魚が長時間留まらなかったのではないか。今後は断続音の試験も必要である。

要　　ホ勺

①　水中音波魚集装置を用いて魚集試験を行なった□

②　正弦波150IiZh　2D dIiの音のみで試験した。

③　イワシ鏑は寄るとも番ら亮いとも現段階では云えなレ。サンマも同様である0

④　サバは明らかに使用書に寄ってくる。
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